
南会津の発見

１．はじめに・背景など

福島県南会津事務所企画調査課

役職 氏名 技師 大竹知祥

南会津立地の企業訪問について

２．経緯など

会津縦貫南道路の整備効果が期待されると予想する企業を選定。

・株式会社住田光学ガラス（田島、光学ガラス等）
・株式会社セコニック電子福島事業所（下郷、束線等）
・有限会社ユミタ運輸（田島、運送業者）
道路整備事業についての意見や普段利用していて思っていること
等のインタビューを行う。

南会津建設事務所での道路事業効果は、南会津に立地している
企業全体としての情勢は把握できているものの、それぞれの企業
にどういったメリットや効果があったかのか把握できていなかった。

そこで南会津の特色が実際にどういった分野において効果・影響
等及ぼしているのか新たな一面を調査した。

３．内 容

○ 南会津で操業する上でのメリットは。
○ 当事務所の社会資本整備事業に対する要望や意見はあるか。
○ 永く南会津で操業していくにはどんなことが大切であるか。 等
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○ 南会津で操業する上でのメリットは。

・南会津は自然災害に強い！
（気候によって仕事が左右されることが少ないため、
年間を通して安定したワークバランスを保てる）

・周辺に大企業がない！（工場等新設する場合、土地が確保しやすい。
また、大手の企業がないことで雇用者の確保につながる）

○ 当事務所の社会資本整備事業に対する要望や意見はあるか。

・南倉沢トンネル、会津縦貫南道路の早期開通
冬期の急カーブでのスリップ事故の不安が軽減される！

観光名所等に通ずる国道の渋滞は時間ロスが緩和される！

・野菜は時間を待ってくれないから大変！
（関東・東北豪雨時は国道２５２号を迂回してでも搬送しないといけなかった）

○ 永く南会津で操業していくにはどんなことが大切であるか。

・人材の確保（臨時社員が多く、専門的な知識をもった正規雇用者の割合
が少ない！）

・居住環境の整備（県外から人事異動となり、家族で南会津に来ること
になったが、家族で住める住家がなく探すのが大変だった！）

５．お わ り に

４．調査結果

インタビューでは会津縦貫道についてあまり知らないという意見もあり、当事務所として
地域の方々へ広報不足であることも実感した。したがって、今後も地域の方々の意見を聞
くことで、南会津の新たな一面を調査し、必要な行政情報を発信していきたい。

（株）住田光学ガラス 高野工場長

（株）セコニック電子 稲本主任

（有）ユミタ運輸 大竹代表取締役社長

今回インタビューに
ご協力いただいた方々


